
【第３号議案】

２０２６年度活動計画（案）

2026.3.25

【基本方針】１．同窓会活動の積極的推進　２．母校・KTCとの連携強化　３．組織の若返り･活性化活動の展開
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2026年度活動計画

□機関誌発行

・KTC機関誌：103号（2026年9月）、104号（2027年3月予定）

・機械クラブだより：第30号（2026年9月）、第31号（2027年3月予定）

・発行部数：（9月）1,500冊（3月）5,500冊　（合計）7,000冊

・機械クラブだより：印刷して発送するのではなく，HPへの案内のみする案の協議を始める．

【機械工学専攻との共同開催】

□「先輩は語る」4月～5月第1Q水曜1限（8:50～10:20）

　「初年次セミナー」（1年生対象）の1コマとして開催

　講師：酉島製作所　小林 暢也　様で調整中

　同時開催：学生の国際活動報告

□「機械工学先進研究」　講師：未定

　学生の聴講を増やすため、平日開催で検討したい。

□「若手研究者は今」　講師：未定

　開催時期：第2回理事・代表会に合せて開催

□新体制へのスムーズな移行

□機械クラブだより別冊の年会費納入者名簿作成

□総務部会と共同して、年会費納入者増加のためホームページのあり方、見せ方の検討

□納入者名簿の電子化再検討（ｱﾝｹｰﾄ見直し含む）

□年会費納入者数増加に向けた取組み

□ホームページ・SNSの活用促進

・従来通り、各クラス会、同窓会開催支援と報告

・各種SNS（手始めにfacebook）をスタートさせ、会員への情報拡大を図る

□会員名簿の整備

　今後の機関誌のデジタル化に備えて、ホームページはもちろん、会員各位への伝達ツールとしての

　メールアドレスなどの正確な情報を収集する。そのためのプロジェクト活動をスタートする。

□2025年度総会・講演会・新入会員歓迎会開催：3/25

・記念講演会：(講演者) 脇村　誠様M(41)予定

・新入会員歓迎会（機械工学専攻主催卒業・修了生歓送会)と合同開催予定

　卒業・修了生・教職員(80名)及び会員(20名)　合計100名の参加予想

　会員参加費60,000円（20名×@3,000円）、親睦会費(飲食費+歓送会支援)230,000円

　教員・学生（80名）招待費（機械クラブ負担）：170,000円

□理事代表会開催：第1回6/6予定、第2回12/5予定

□その他

　・機械クラブだより、年会費納入者名簿の電子化検討　（ｱﾝｹｰﾄ再検討）
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①関東在住OBへのメール配信

・定期的な情報配信（大学・KTC本部・機械クラブ・六甲クラブ等からの案内の転送・興味喚起）

②見学会の企画・参画

・機械クラブ東京支部としての企画

・他主体開催イベントへの参画

③東京支部メンバー増・次世代幹部候補発掘

・50代メンバーの幹事加入

・新規ネットワーク開拓

・第1回理事・代表会 ：   6月6日（土）　予定

・第2回理事・代表会 ： 12月5日（土）　予定

2027年3月25日(木)　予定

休会中

【機械工学専攻との共同開催】

座談会部会幹事会開催：今年度の座談会の内容や頻度について打合せ予定

□第12回基幹座談会：（第1回理事代表会と同時開催予定）6月6日（土）予定

  出席者（ハイブリッド公式）：　対面・ｵﾝﾗｲﾝ　合わせて計 約30名

  話題提供者：未定

□第９回機械技術者生活を語る座談会：12月5日予定

　例年通り学生・会員を含めて（ハイブリッド方式）：参加者50名程度と予定

   話題提供者：未定

２回の座談会合わせて、 [会員]34名、[学生・教職員]26名[計]60名と想定

会員参加費：102,000円　親睦会費：165,000円

教員・学生招待費（機械クラブ負担）：63,000円

【機械工学専攻との共同開催】

見学先はJR高槻方面、開催時期は、9月の平日開催で詳細検討中。見学会後の親睦会も開催予定。

想定 [会員]15名、[学生・教職員]10名[計]25名

会員参加費：52,500円　親睦会費：87,500円

教員・学生招待費（機械クラブ負担）：35,000円

年4回のゴルフコンペを開催予定（コース未定）

① 第195回：3/27、②  第196回：5/22、③第197回： 9/25 、④ 第198回：11/27　いずれも金曜日

開催コースについては、兵庫県、大阪府で検討する。

忘年会の開催を検討する。


